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テネシー ・ウィ リアムズは,習 作時代,寄 る辺ない老嬢 の悲哀を数篇 の一幕
劇の うちに描 いている。そ して,後 に発表 され る多幕劇 で,さ まざまに形 を変
えなが ら,根 強いテ,_...-7の一つ となる夢 と現実 の相克がす でに素描 され ていて
興味をひ く。夢は失われつつ ある優雅 さや愛や理想への渇望 として表 わ され,
現実はそ うした夢を容赦な くはぎ取 って しま う実際的で合理的 な粗野 な力 とし
て示 され る。 この稿では,ご く初期 の一一幕劇5篇 を収めた 『ア メ リカ ン ・ブル














てい る。時刻 は,バ ラ色 に彩 られた 日没時。ただ,嵐 のやってきそ うな気配が
あ り,風 が 「猫の鳴 き声 の ような声」をあげて絶えず吹い て い る。 登場人物
は,さ きの夫妻一 夫 のアーチー ・リー(ArchieLee)と``ベビー ・r'一ル"
("BabyDo11")のあだ名で呼ばれる妻 とローズおば さんの三人 である。
ローズおば さんは,親 戚 のスージ(Susie)の家,さ らには ジム(Jim)の 家
か らも厄介払い され,か くして姪にあたるボウマ ン夫人の家に転 が りこみ,そ
のままず るず ると居坐 って現在に至っている。夫妻は,こ のことでいい加減嫌
気が さ してい る。 もし,お ば さんが長 び く病気になれば医療費はか さむだ ろ う
し,ま た滞在中に死ぬ よ うな ことになれ ば葬式代 もばかにな らない。葬式 を質
素 にす ませば,親 戚 どもは金はびた一文 出さない くせに文 句ばか りは言 うだろ
う。期限のわか らない今後の滞在の ことを考 えると,と りわ け夫 のアーチ ー ・
リーは気が気でな く,つ い苛立 って しま う。
今 日も,夫 妻は ローズおばさんの作 った夕食 の料理 に不満 を 述 べ 合 っ て い
る。野菜を じっ く り煮 るつ も りが,ス トーヴに火 をつ けるのを うっか り忘れて
しまったのだ。静 かな悲 しみを基調 とす るこの作 品に,こ うした滑稽な場面が
しば しぽ挿 入され,作 品 にふ くらみを もたせている。夕食へ のあか らさまな不
平不満 は,夫 妻 の積 も り積 もった憤懣をぶちまける格好 のきっかけ とな る。
夫 妻のそ んな思いを よそに,ロ ーズおばさんは,明 日の 日曜 目に部屋 を飾 る
ため,風 に吹 き散 らされ ない うちに・ミラを摘 も うと庭 に出 て く る。 彼女の姿
は,卜 書 に次 の ように述べ られてい る 「彼女 は85歳ぐらい の典型的な老嬢
くわで
,ひ 弱そ うな白髪 の猿 に似てい る」。 彼女が,ボ ウマ ン家に来 る前に滞在 し
ていたジムの家か ら追い 出されたのは,ジ ムの女房 の財布か らお金を盗 んだか
らとい うのだが,そ れは ど うや ら厄 介払いす るための 口実にす ぎなかった よう
だ。そ のため,ボ ウマ ン家の世話 になってい る今,ボ ウマ ン夫人が ハ ン ドバ ッ
クを放 り出 してお くと,ロ ーズおばさんはそれを拾 って夫人 に 「小銭を数 えて
ご らん よ」 とい う。 追 い出され ないために細心 の注意が必要 なのだ。 それで
も,夫 妻 の不 愛想な様子 か ら,ロ ーズおば さんは 自分が この家の荷厄介にな っ
てい ることを十分感 じとっている。瀬戸際に立 た され て い る彼女 の状況が,
厂猫 の鳴 き声 の ような音 を立 てている」風の音 に よって象徴 され,し か もその
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風 の音 は嵐 の気配 をは らんでい る。
庭 でバ ラを数本摘 んだ ローズおば さんは,ヴ ェランダにいるボウマ ン夫妻に
それを見せるが,彼 等 は 目も くれない。夫妻は,滞 在 を切詰 めても らう話をお
ば さんに切 り出そ うと相談 していた ところな のだ。切 り出そ うとす るボ ウマ ン
夫人の話 を,料 理 の失敗 の言い訳を しなが ら,な んとかかわ そ うとす るおばさ
んの姿は滑稽だが もの悲 しい。夫に うなが され,意 を決 した夫人 はおば さんに
今後 め計画はあ るのか ときく。それ に対す る ローズおば さんの台詞は,寄 る辺
ない身 の,神 に委ね るしかない行 く末 を静 かな諦 めの うちに語 るものだ。少 し











(ローズお ばさん まあ,今 後 のだ って。 ない よ,な いね。老 いた独身
女が百近 くまで生 きれば,先 行 きの計 画なんて必要あ るもんかね。 ふ と思
うことは何度 もあ ったけれ ど,疑 ってみた ことは一度 もない……(彼 女 の
声が消 える。 ヴェラ ンダか ら顔をそむけ ると音楽が流れ る)わ た しは,神
さまに忘れ られ てはい ない。そ う,わ た しの優 しい神 さまはわた しの こと
をほ ってはおかない。死 ぬ時はわた しに もあんたにもわ か らない が,神 さ
まだ けほ ご存 じだ。そ の時が来れば,神 さまがお呼びになる よ。 風が天か
ら降 ワ来て,わ た しを乗せ,連 れてい って くれ るのさ。バ ラがわ た しの よ
うセと萎 えた ら,そ の・ミラを風が吹 きさ らってい くよ うにね……)
言い終 る とヴェラ ンダの方に向 き な お る が,ト 書は ヴェラ ンダを 「法廷」
(tribunal)と比喩的に表現 してい る。 追 い出 しの最終的な通告が ローズお ぽ
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さんに言いわたされ るのを,法 廷に見立てた ものである。 ローズお ばさんは,
なお も"抗 弁"す る。 ヴェランダで頑固な までに背 を向けていたアーチー ・リ
ーは しびれを切 らし,い きな り向きを変え ると次 の よ うに言 い放つ一 「親戚
の誰 とも気 が合わ なけれ ば,国 にはおば さんの よ うな人 を引き取 って くれ る施
(5)
設があ る」 と。 これは,後 年r欲 望 とい う名の電車』(AStreetcarNamed
Desire,1947)で展 開され る,妹 夫 妻の家に転が りこんで『きた ブランチ(Blan-
cheDuBois)と彼女を追い 出すために元いた町へ の片道切符をつ きつけ るス
タ ンレー(StanleyKowalski)の関係に重 なるものだ。 親戚をた らい まわ し
にされ る老嬢 のことは,『ガラスの動物 園』(TheGlassMenagerie,1945)で
母親 のアマ ンダ(AmandaWingfield)が婚期 を逸 しかねない内気 な娘 ローラ
(Laura)に言 ってきかせ る台詞 の うちに出て くる。 スタ ンレーとアーチ ー ・
リーとの比 較については,ロ ジャー ・ボ クシル(RogerBoxill)が,後者の
台詞 「・一ズおば さんを火葬 に して,灰 を 効 ・コー ラの瓶 にっ奴 や £)」に
触れて,「 スタ ンレー ・コワルスキーの うちに さえ,こ れ以上酷 い考}xを見い
(7)出す
のは難 しいだ ろ う」 と述 べている。
ア ーチー ・リーは仕切 り戸 を荒kし く開け ると部 屋の中に飛び こみ,戸 をぴ
しゃ りと閉める。 閉め られた戸 を じっ と見つめて立 ってい るローズおばさんの
あた りには 「青 い夕 闇」が落 ち,今 や嵐 の気配が濃 厚にな っている。 ボウマ ン
夫人は,外 に出 され ている椅子 を急いで部屋の中に入れ よ うと夫 に手助けを求
め るが,彼 は姿 を現わ さない。夫人はおば さんに中に入る よ うに言 うが,お ぽ
さんはかす かに首 を振 るだけ であ る。家の中に入 った夫人 に頼 まれて,や っと
アーチー ・リーが仕切 り戸近 くに出て くる。が,庭 に じっ と掌 ちつ くしている
($)おぽ さんを見 て 「頑 固なばばあだ
,動 こ うとも しない」 とはき捨て るよ うに言
って,戸 を再 び閉 めてみ ま う。庭にひ と り取 り残 された ローズおば さんは,う
な り音 を立 てる強い風に耐 えかねて膝をつ き,摘 んだノミラも腕か ら落ちて しま
う。象徴 は明 らかだ。強 い風 は非情な現実であ り,腕 か ら落 ちるバ ラは ローズ
おば さんの夢 や希望が地 に落 ちた ことを示 している。 さ らに,強 い風 のため,
おば さんの着 てい る灰色 のキ ャラコの服が身体に巻 きついて 厂が い骨 のよ うな
(9)輪郭
」を呈 してい るのは,お ばさんの死 の近い ことを暗示 している。青い夕 闇
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が紫か ら黒に変 ると,一 層勢 いを増 した風は,唸 り声をたてて,ロ ーズお ばさ
んをバ ラの茂みへ と押 しや って しま う。
3
以上みて きた ように,ボ ウマ ン夫妻 の家 か らも締め出 され死に赴 くローズお
ばさんの悲哀 は,短 い時間の推移 の うちに,バ ラや風の象徴的な効果 とも相ま
って,ま るで一陣 の風 の よ うに 我kの 心 の中を吹 きぬけて鮮 やかな印象を残
す。 この作 品を評す るにあた り,小 品 とい うこともあ り,人 物像 の彫 りが浅
く,そ のた め習作 の域を出ていない とい うの も一面では うなずける。 しか し,
この作品 の巧み な"手 品"が,劇 を締 め くくる ト書の うちに仕掛 け られてい る
のを見逃すわけにはいかない。 ローズおば さんの過去を比喩を交 え凝縮 した文










がられたが,彼 等の うち誰一人 として本当には彼女の子供ではなかった。
彼等はみんな,彼 女があれほどまでに惜 しみなく与えた献身を不思議にも
必要としていなかった。 まるで,彼 女がいつも腕一杯にバ ラを運んでき
ながら,それらをさす花瓶を誰一人差 し出そ うとはしな か った よ うに。
……)
ローズおばさんの死の暗示(「がい骨のような輪郭」)が観る者の視覚に訴え
るのに対して,上 に引用した ト書の部分はテクス トを読む者の想像に働きかけ
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て くる。い ってみれ ば 「レーゼ ドラマ」 の趣 きがある と小って いい ほどだ。 ロ
ーズおば さんは,ま ず視覚 の上 で肉体的な外 観をそがれ,つ い で夢かち も希望
か らも見放 され た彼女 は,心 に浮かぶ悲 しみ と孤独 の像 となる。そ して,吹 き
散 らされたバ ラの茂 みへ と押 しや られ,舞 台の上 での リアル な姿か ら遠 ざかれ
ば遠 ざかるほ ど,そ の像 はそれだけ普遍性を帯びた徴 となって我kの 心に焼 き
つけ られる。多幕劇 との比較 でいえば,寄 る迹 ない老 に対す る作者 の憐憫の情
は,こ の徴を通 して よ り直截 に伝わ って くるといえ よ う。
ウィ リアムズは,多 幕劇 を書 くにあた り,以 前 に書 いた一幕劇を発展 させた
り,幾 つかの一幕劇 を結 びつ けた りす るが,ロ ジャー ・ボ クシル も言 うよ うに
⑪厂根
は素描の芸術家」 である点 を過不足 な くみてお く必要が ある。 ともあれ,
上に引用 した ト書 の部分が,対 話 と人物 の行動 の うちに発展 させ られる時,ウ




年が示されていないが,作者がrガ ラスの動物園』や 『欲望 という名の電車』で一躍
劇壇に登場した後の1948年頃の発行と思われる。作者から版権を得た3篇 の年が1948
年と記されているか らである。もとより,これ ら5篇の一一1は,こ の本の発行年よ
りもかなり前に書かれたものである。
(2)テネシー ・ウィリアムズの研究書や解説書のなかで,こ こで取 り上げた一幕劇を直
接扱ったものは少ない。ウィリアムズの初期の一幕劇から後期の多幕劇までを概説し




者の最初の映画台本 『ベビー ・ドール』(C..Doの を論 じるなかで 間接的に触
れているにす ぎない。約2頁 にわたって直接この作品に触れ た ものに,ロ ジャー ・
ボクシルの 『テネシー ・ウ ィリアムズ論』(RogerBoxill,TennesseeWilliams,
Macmillan,1987)がある。氏は,ウ ィリアムズの初期一一1をr色 あせた佳人の素
描」(`Sketchesofthefadedbelle')と「放浪者 ほかの素描」(`Sketchesofthe
WandererandOthers')の2群に分け,初 期一幕劇をかな り詳細に論じている。 な
お,現代演劇研究会編r現 代演劇』No.2(英潮社,昭 和54年)が,テネシー ・ウィ
リアムズ特集を組み,そ の中で黒川欣映氏がこの作品を簡明に解説している。
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(3)TennesseeWilliams,"TheLongStayCut.Short,or,TheUnsatisfactory
Supper"inAmericanBlues(DramatistsPlayService,Inc.)p.35.
(4)Ibid.,p.40.
(5)Ibid.,p.41.
(6)Ibid.,p.39.
(7)RogerBoxill,Tenne∬6θτ栩llia〃z∫(Macmillan,1987)p.51.
(8)TennesseeWilliams,op,cit.,p.42,
(9)TennesseeWilliams,ibid.,p.42.
(10)TennesseeWilliams,ibid.,p.42.
⑪RogerBoxi11,0ﾟ.CZt.,p.39.
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